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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向両側面に沿って一対の第１軌道面が形成された軌道レール，及び前記軌道レー
ルの長手方向に摺動自在なスライダから成り，前記スライダは，前記軌道レールの前記一
対の第１軌道面に対向して一対の第２軌道面がそれぞれ形成され且つ前記第２軌道面と前
記第１軌道面との間に形成される一対の軌道路に沿って延びる一対のリターン路が設けら
れたケーシング，前記ケーシングの両端面にそれぞれ取り付けられ且つ前記軌道路と前記
リターン路とを連通する方向転換路がそれぞれ形成された一対のエンドキャップ，前記エ
ンドキャップの端面にそれぞれ配設されたエンドシール，前記エンドキャップの前記エン
ドシール側に開口する凹部に嵌入された潤滑剤が含浸された多孔質成形体，並びに前記軌
道路，前記リターン路及び一対の前記方向転換路で構成される循環路を転走して前記方向
転換路に露出する前記多孔質成形体の接触面に接して潤滑される複数の転動体であるロー
ラを有する直動案内ユニットにおいて，
　前記エンドキャップには前記ケーシング側の端面にそれぞれの前記方向転換路に通じる
給油溝と前記エンドキャップの幅方向中央に設けられて前記給油溝に連通する前記スライ
ダの摺動方向に貫通する第１給油孔とが形成されており，前記エンドシールには前記第１
給油孔に対向して前記第１給油孔より小径で注油針が嵌入するサイズの前記摺動方向に貫
通する第２給油孔が形成されており，前記エンドシールの前記第２給油孔を通じて前記注
油針から供給された潤滑剤が前記第１給油孔から前記給油溝に通じてそれぞれの前記方向
転換路へ給油されて前記転動体を潤滑すると共に，前記第１給油孔の一部に形成された前
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記摺動方向に延びて開口するスリット，又は前記第２給油孔と前記第１給油孔との間に位
置して配設された前記多孔質成形体に形成された第３給油孔を通じて前記多孔質成形体に
給油されることを特徴とする直動案内ユニット。
【請求項２】
　前記エンドキャップは，本体部と該本体部の両側からそれぞれ延びる袖部からなるエン
ドキャップ本体と前記エンドキャップ本体の前記ケーシング側の嵌入凹部に嵌入されて前
記エンドキャップ本体と共働して前記方向転換路を構成するスペーサとから構成されてお
り，前記多孔質成形体は，前記本体部の両側に位置する第１貯留部，前記本体部の中央に
位置して前記第１貯留部を接続する第２貯留部，前記袖部に位置する第３貯留部，前記方
向転換路の開口部へと突出して前記開口部に露出する前記接触面が形成された突出部，及
び前記第３貯留部と前記突出部とを接続する連係供給部から構成され，前記第２貯留部に
前記スリットが開口されて成り，又は前記第２貯留部に前記第３給油孔が形成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の直動案内ユニット。
【請求項３】
　前記多孔質成形体は，超高分子量の合成樹脂微粒子を加熱成形した焼結樹脂で形成され
，前記合成樹脂微粒子間が連通状態に保形された多孔部に形成され，前記多孔部に前記潤
滑剤が含浸されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の直動案内ユニット。　
【請求項４】
　前記エンドキャップの端部には，前記転動体を保持するため前記摺動方向に延びる保持
板を固定する保持バンドを係止する保持バンド溝が形成されており，前記エンドキャップ
の前記凹部に前記保持バンド溝が開口していることを特徴とする請求項１～３のいずれか
１項に記載の直動案内ユニット。
【請求項５】
　前記ケーシングに設けられた前記リターン路は，前記ケーシングに形成された嵌挿孔に
嵌挿されたスリーブに形成されており，前記スリーブは，一端部が一方の前記エンドキャ
ップ本体の前記嵌入凹部に嵌入された前記スペーサと一体構造に形成され且つ他端部が他
方の前記エンドキャップ本体の前記ケーシング側に形成された嵌合凹部に嵌合されている
ことを特徴とする請求項２～４のいずれか１項に記載の直動案内ユニット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は，長尺な軌道レール及び該軌道レール上を転動体を介して相対移動するスラ
イダから構成され，スライダに給油可能な多孔質成形体を組み込んだ直動案内ユニットに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年，直動案内ユニットは，半導体製造装置，工作機械，産業用ロボット等における直
線往復運動機構等の各種装置の摺動部への適用が拡大している現状であり，通常，循環路
において転動体に対して潤滑をスムーズにするため，潤滑剤を給油孔から定期的に給油し
ている。しかしながら，各種装置について，省エネであってランニングコストや設備維持
コストを削減するという観点からメンテナンスフリーが要求されるようになり，各種装置
に組み込まれる直動案内ユニットについても，使用状態において潤滑剤の供給を行わない
メンテナンスフリーの実現が要望されると共に，潤滑剤の使用量を最小限に抑えることが
益々求められている。そこで，直動案内ユニットについて，潤滑剤を適正に転動体に付着
させて循環路を転動する転動体に対して金属同士の接触を防止し，耐久性を向上させるた
め，転動体へ潤滑剤を常に供給して潤滑させることが不可欠になっている。
【０００３】
　本出願人は，軌道レールの幅が１０ｍｍ程度，転動体のローラ直径が１ｍｍ程度の極小
形のローラタイプの直動案内ユニットを開発し，先に特許出願した。該直動案内ユニット
は，軌道路でローラを保持する保持板とエンドキャップとの連結部をスムーズな循環路に
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形成してローラを適正な姿勢でスムーズに転走させる。スライダは，ケーシング，エンド
キャップ，循環路を転走するローラ，ケーシングの軌道路に沿って延びてローラを軌道路
に保持する保持板，及び保持板をケーシングに固定する固定バンドを有する。保持板は，
方向転換路から連通して延びるエンドキャップの案内部に連結し，保持板の端面は案内部
の端面を覆う状態に互いに補完的に合致して連結している。保持板と案内部との端面は，
互いに補完的な形状の斜面に形成されている（例えば，特許文献１参照）。
【０００４】
　また，本出願人は，直動案内ユニットとして，転動体への潤滑剤の給油を方向転換路に
おいて行い，給油手段の構成を単純化し，確実に安定的に給油してメンテナンスフリーを
達成したものを先に開発して特許出願した。該直動案内ユニットは，転動体への潤滑剤の
給油を方向転換路内で行うものであり，エンドキャップ端面の凹部に潤滑剤が含浸された
多孔質成形体を配置している。上記直動案内ユニットは，方向転換路の開口部から多孔質
成形体の接触面を露出させて，軌道路を転動するローラが方向転換路内で多孔質成形体の
接触面に接触して給油されるものである（例えば，特許文献２参照）。
【０００５】
　また，本出願人は，転動体への潤滑剤の給油を方向転換路内で行う直動案内ユニットを
開発し，先に特許出願した。該直動案内ユニットは，エンドキャップのケーシング側端面
の凹部に潤滑剤を含浸した多孔質成形体を配置している。上記直動案内ユニットは，方向
転換路の開口部から多孔質成形体の接触面を露出させて，軌道路を転動するローラが方向
転換路内で多孔質成形体の接触面に接触して給油されるものである（例えば，特許文献３
参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－１１１４５８号公報
【特許文献２】特開２００８－８２４３３号公報
【特許文献３】特開２０１１－１４９４６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記特許文献２に開示されている直動案内ユニットは，グリースニップルを介して潤滑
剤の追加給油を行うタイプであって給油された潤滑剤がエンドキャップ内の方向転換路ま
で供給されるが，エンドキャップに内蔵している潤滑部材の多孔質成形体には給油されな
い構造である。また，上記特許文献３では，特許文献２と同様に，グリースニップルを介
して潤滑剤の追加給油を行う。給油された潤滑剤はエンドキャップ内の方向転換路まで供
給される。方向転換路までの潤滑剤の通路は，エンドキャップとエンドキャップに内蔵し
ている潤滑部材の多孔質成形体で形成される。追加給油される潤滑剤は，グリースニップ
ルから給油され，通路内で潤滑部材に接触して潤滑部材に吸収される。しかしながら，特
許文献２及び特許文献３に開示されている直動案内ユニットは，エンドキャップにグリー
スニップルを取り付けるための雌ねじ加工を施した給油孔構造が必要となり，そのスペー
ス分だけ，潤滑剤を含浸する多孔質成形体の体積が減ることになるし，エンドキャップに
は，グリースニップルを配設するスペースが有るというサイズのものである。
【０００８】
　ところで，超小型の直動案内ユニット，例えば，軌道レールの幅が１２ｍｍというサイ
ズの小さな４条列のころを使用した超小形に構成したものについて，エンドキャップの方
向転換路内において，エンドキャップのエンドシール側の端面に多孔質成形体を配設した
場合に，多孔質成形体で形成されている貯油板の突出部をエンドキャップの開口部から方
向転換路に露出させる構造を検討した。しかしながら，上記小形の直動案内ユニットでは
，エンドキャップのエンドシール側の端面には，軌道路において転動体の脱落を防止する
保持板をスライダに保持する保持バンドの端部を係止するため保持バンド溝が形成されて
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いる。そのため，エンドキャップにおける保持バンド溝の占有スペースが必要になってお
り，しかもエンドキャップにはグリースニップルを取り付けるためのスペースがなく，ま
た，多孔質成形体における潤滑剤を貯蔵する貯留部と転動体に接触させる突出部とを大き
く構成することができないので，それらを大きくすれば，機械的強度を保つことができな
くなることが分かった。しかも，多孔質成形体の突出部には，転動体が絶えず繰り返して
衝突するため，多孔質成形体の突出部は，転動体の衝撃力に耐えるような機械的強度が強
いものが求められている。
【０００９】
　この発明の目的は，上記の課題を解決することであり，半導体製造装置，工作機械，産
業用ロボット等の各種の装置の摺動部に使用される転動体のローラタイプであって，ロー
ラの脱落を防止する保持板を保持する保持バンドを備えた直動案内ユニットにおいて，エ
ンドキャップのエンドシール側の端面に保持バンド溝を形成したような構造上スペースが
厳しくても，エンドキャップのエンドシール側の端面に凹部を形成し，凹部に潤滑剤を含
浸した多孔質成形体を嵌合配設し，エンドキャップに設けた方向転換路に開口する開口部
を形成し，転動体のローラへの潤滑剤の給油を方向転換路内で行い，特に，エンドシール
側からの注油器の注油針により方向転換路に給油すると共に，同時に多孔質成形体にも追
加給油できるように構成し，給油手段の構成を単純化し，更に，深部の凹部に追従して体
積が可及的に大きくなる形状に多孔質成形体に貯留部を形成し，エンドキャップが小形で
あっても多孔質成形体に十分な潤滑剤を含浸できる構造に構成し，転動体へ確実に安定的
に給油を行ってメンテナンスフリーを実現し，更に追加給油を可能にし，転動体への給油
を長期にわたって確実に容易に安定して達成できる直動案内ユニットを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明は，長手方向両側面に沿って一対の第１軌道面が形成された軌道レール，及び
前記軌道レールの長手方向に摺動自在なスライダから成り，前記スライダは，前記軌道レ
ールの前記一対の第１軌道面に対向して一対の第２軌道面がそれぞれ形成され且つ前記第
２軌道面と前記第１軌道面との間に形成される一対の軌道路に沿って延びる一対のリター
ン路が設けられたケーシング，前記ケーシングの両端面にそれぞれ取り付けられ且つ前記
軌道路と前記リターン路とを連通する方向転換路がそれぞれ形成された一対のエンドキャ
ップ，前記エンドキャップの端面にそれぞれ配設されたエンドシール，前記エンドキャッ
プの前記エンドシール側に開口する凹部に嵌入された潤滑剤が含浸された多孔質成形体，
並びに前記軌道路，前記リターン路及び一対の前記方向転換路で構成される循環路を転走
して前記方向転換路に露出する前記多孔質成形体の接触面に接して潤滑される複数の転動
体であるローラを有する直動案内ユニットにおいて，
　前記エンドキャップには前記ケーシング側の端面にそれぞれの前記方向転換路に通じる
給油溝と前記エンドキャップの幅方向中央に設けられて前記給油溝に連通する前記スライ
ダの摺動方向に貫通する第１給油孔とが形成されており，前記エンドシールには前記第１
給油孔に対向して前記第１給油孔より小径で注油針が嵌入するサイズの前記摺動方向に貫
通する第２給油孔が形成されており，前記エンドシールの前記第２給油孔を通じて前記注
油針から供給された潤滑剤が前記第１給油孔から前記給油溝に通じてそれぞれの前記方向
転換路へ給油されて前記転動体を潤滑すると共に，前記第１給油孔の一部に形成された前
記摺動方向に延びて開口するスリット，又は前記第２給油孔と前記第１給油孔との間に位
置して配設された前記多孔質成形体に形成された第３給油孔を通じて前記多孔質成形体に
給油されることを特徴とする直動案内ユニットに関する。
【００１１】
　また，前記エンドキャップは，本体部と該本体部の両側からそれぞれ延びる袖部からな
るエンドキャップ本体と前記エンドキャップ本体の前記ケーシング側の嵌入凹部に嵌入さ
れて前記エンドキャップ本体と共働して前記方向転換路を構成するスペーサとから構成さ
れており，前記多孔質成形体は，前記本体部の両側に位置する第１貯留部，前記本体部の
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中央に位置して前記第１貯留部を接続する第２貯留部，前記袖部に位置する第３貯留部，
前記方向転換路の開口部へと突出して前記開口部に露出する前記接触面が形成された突出
部，及び前記第３貯留部と前記突出部とを接続する連係供給部から構成され，前記第２貯
留部に前記スリットが開口されており，又は前記第２貯留部に前記第３給油孔が形成され
ているものである。
【００１２】
　また，前記多孔質成形体は，超高分子量の合成樹脂微粒子を加熱成形した焼結樹脂で形
成され，前記合成樹脂微粒子間が連通状態に保形された多孔部に形成され，前記多孔部に
前記潤滑剤が含浸されているものである。
【００１３】
　また，この直動案内ユニットは，前記エンドキャップの端部には，前記転動体を保持す
るため前記摺動方向に延びる保持板を固定する保持バンドを係止する保持バンド溝が形成
されており，前記エンドキャップの前記凹部に前記保持バンド溝が開口している。
【００１４】
　また，前記ケーシングに設けられた前記リターン路は，前記ケーシングに形成された嵌
挿孔に嵌挿されたスリーブに形成されており，前記スリーブは，一端部が一方の前記エン
ドキャップ本体の前記嵌入凹部に嵌入された前記スペーサと一体構造に形成され且つ他端
部が他方の前記エンドキャップ本体の前記ケーシング側に形成された嵌合凹部に嵌合され
ているものである。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明による直動案内ユニットは，上記のように構成されているので，従来構造に対
して潤滑剤の保持量を増やすためにエンドキャップの中央部に位置する多孔質成形体の第
２貯留部の厚さ（即ち，容積）を増すと共に，エンドキャップの中央に設けたボス部に形
成した第１給油孔が切り欠き状態になってスリットが形成されるまで前記ボス部のサイズ
を縮小したので，多孔質成形体における第２貯留部の容積を増加させることができ，第２
貯留部に保持できる潤滑剤の量を増加させている。そして，エンドキャップの給油孔の一
部に摺動方向に切り欠いたスリットを形成し，多孔質成形体を給油孔に露出させる構造に
より，多孔質成形体の露出面から給油孔に給油された潤滑剤の一部をスリットを通じて吸
収でき，その結果，エンドキャップ内の方向転換路と多孔質成形体への追加給油を同時に
行え，また，多孔質成形体に直接追加給油できる構造に構成されているので，潤滑メンテ
ナンスフリーを長期間にわたって達成できる。
【００１６】
　また，この直動案内ユニットは，転動体への潤滑剤の給油を方向転換路内で行う極小形
のローラタイプ直動案内ユニットに関するものであり，従来のようなグリースニップルの
代わりに給油孔を設け，その分だけ多孔質成形体を設ける空間を確保することによって，
直動案内ユニットの大きさに対してエンドキャップ内部に配置する多孔質成形体をできる
だけ大きく形成でき，給油孔の内面に多孔質成形体が露出しており，給油孔から追加給油
すると方向転換路内への給油と同時に，多孔質成形体への追加給油も可能な構造である。
従って，この直動案内ユニットが極小形であっても，多孔質成形体に追加給油できる構造
に構成でき，潤滑剤を追加給油できるので，多孔質成形体に逐次多くの潤滑油を保持させ
，長期間にわたって容易に潤滑メンテナンスフリーを達成できる。また，この直動案内ユ
ニットは，グリースニップルを設けない構造でエンドキャップの給油孔の下側位置にも，
多孔質成形体の貯留部を形成できる。その結果，多孔質成形体に保持可能な潤滑剤量を増
加させることができ，従来のグリースニップルを設けた直動案内ユニットの構造と比較し
て，本願発明構造の多孔質成形体の体積は約20％の体積増加を実現できる。その結果，保
持できる潤滑剤の量も増加させることが出来る。保持できる潤滑剤の量を増加させた潤滑
部材を備えることで，長期間にわたって容易に潤滑メンテナンスフリーを達成できる。こ
の直動案内ユニットでは，多孔質成形体を略コの字形に連結することが出来る。その結果
，多孔質成形体の内部で潤滑剤の移動が可能になり，一方側の多孔質成形体の潤滑剤含浸
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量が排出されて極端に減少することを予防できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】この発明による直動案内ユニットの一実施例を示し，一部断面を示す斜視図であ
る。
【図２】図１の直動案内ユニットを示す正面図である。
【図３】図１の直動案内ユニットを示す側面図である。
【図４】図１の直動案内ユニットからエンドキャップを取り外したケーシングの端面位置
で軌道レールの断面部分を含んだ状態を示すケーシングの端面図である。
【図５】図１の直動案内ユニットにおけるエンドシールの給油孔位置を示す拡大断面図で
ある。
【図６】図５におけるエンドキャップの給油孔位置を示す拡大断面図であって，エンドキ
ャップの凹部に潤滑剤を含浸した多孔質成形体が組み込まれた状態で，エンドキャップの
給油孔に多孔質成形体が露出している状態を示す断面図である。
【図７】図１の直動案内ユニットに形成された循環路を図２のＡ－Ａ断面又は一部図８の
Ｂ－Ｂ断面で示す断面図である。
【図８】エンドキャップの凹部に多孔質成形体を組み込んだ状態をエンドシール側から見
た端面図である。
【図９】この直動案内ユニットにおけるエンドキャップに組み込まれた潤滑剤を含浸する
多孔質成形体の斜視図である。
【図１０】図９の多孔質成形体をケーシング側から見た端面図である。
【図１１】図９の多孔質成形体を軌道レール側から見た下面図である。
【図１２】図９の多孔質成形体を示す側面図である。
【図１３】エンドキャップのエンドシール側から見た端面図である。
【図１４】図１３のエンドキャップをケーシング側から見た端面図である。
【図１５】図１３のエンドキャップの側面図である。
【図１６】図１４のエンドキャップのＣ－Ｃ断面を示す断面図である。
【図１７】エンドシールを示す正面図である。
【図１８】図１７のエンドシールの側面図である。
【図１９】図１７のエンドシールの給油孔位置であるＤ－Ｄ断面を示す断面図である。
【図２０】エンドキャップに，スリーブが一体構造になったスペーサを配設した状態を一
方側から見た断面図である。
【図２１】エンドキャップに，スリーブが一体構造になったスペーサを配設した状態を他
方側から見た断面図である。
【図２２】この直動案内ユニットの別の実施形態を示し，エンドキャップのボス部を凹部
に形成し，多孔質成形体に給油孔を形成した状態を示す端面図である。
【図２３】この直動案内ユニットの更に別の実施形態を示し，エンドキャップのボス部に
形成する給油孔を多角形状に形成した状態を示す端面図である。
【図２４】この直動案内ユニットの他の実施形態を示し，エンドキャップのボス部を凹部
に形成して，多孔質成形体に給油孔を多角形状に形成して油溜まりを形成した状態を示す
端面図である。
【図２５】この直動案内ユニットの更に他の実施形態を示し，給油孔の断面形状がエンド
シール側からケーシング側に向かう途中で変化する形状に構成されている状態を示す断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下，図面を参照して，この発明による直動案内ユニットの実施例について説明する。
この直動案内ユニットは，４条列のローラタイプであり，概して，幅方向両側面６６の長
手方向に沿って一対の軌道面１１（第１軌道面）がそれぞれ形成された長尺状の軌道レー
ル１，軌道レール１に両袖部が跨架して軌道レール１の長手方向に摺動自在なスライダ２
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，並びに軌道レール１とスライダ２との間に形成される負荷軌道路である軌道路４０，軌
道路４０に平行に延びるスライダ２に設けられたリターン路１５，及び軌道路４０とリタ
ーン路１５とを連通する方向転換路３０から成る循環路４５を転走するローラ７を有して
いる。この実施例のスライダ２は，ブロックタイプであり，相手側との固定用の取付け用
ねじ穴１８は下方向に取り付け可能に構成されている。この直動案内ユニットは，軌道レ
ール１の幅寸法が１０ｍｍ程度であり，転動体のローラ７の直径が１ｍｍ程度の極小形の
ローラタイプの極小形に形成されており，従来のようなグリースニップルを設ける寸法的
余裕が無く，スライダ２にはグリースニップルを備えることができない極小形のタイプで
ある。
【００１９】
　また，スライダ２は，主として，軌道レール１の一対の軌道面１１に対向して袖部にそ
れぞれ形成された一対の軌道面１２（第２軌道面）と，両軌道面１１，１２の間に形成さ
れる上下の一対の軌道路４０に沿って平行に延びる上下のリターン路１５とが形成された
ケーシング３，ケーシング３の摺動方向（長手方向）両端面６７に固定され且つ上下の軌
道路４０と上下のリターン路１５とを連通する方向転換路３０がそれぞれ形成されたエン
ドキャップ４，エンドキャップ４の摺動方向外側の端面６８に配置され且つ軌道レール１
とスライダ２との隙間をシールするリップ部６０を備えたエンドシール８，エンドキャッ
プ４に形成された凹部３１に嵌合された潤滑剤を含浸した多孔質成形体１０，並びに軌道
路４０，方向転換路３０及びリターン路１５から成る循環路４５を転走する複数のローラ
７を有している。一対の循環路４５は，スライダ２の両袖部にそれぞれ形成されている。
また，この直動案内ユニットは，ケーシング３に形成されたねじ穴３２には，エンドキャ
ップ４に形成された取付け用孔３７及びエンドシール８の両側の座ぐり部６２に形成され
た取付け用孔５７に挿通された固定用ボルト３３が螺入され，ケーシング３にエンドキャ
ップ４及びエンドシール８が固定されている。この直動案内ユニットは，エンドキャップ
４には直径１. ５ｍｍの給油孔３５が設けられており，エンドシール８には，直径０. ５
ｍｍの給油孔９が設けられている。この直動案内ユニットは，注射器状の給油装置を使用
してその針状の先端部の給油針を給油孔９に挿入して追加給油できるものである。
【００２０】
　一対の循環路４５のうち，一方の循環路４５を転走するローラ７は，スライダ２の下方
向の負荷を受けるケーシング３の下側の軌道路４０からケーシング３の上側のリターン路
１５に循環し，また，他方の循環路４５を転走するローラ７は，スライダ２の上方向の負
荷を受けるケーシング３の上側の軌道路４０から下側のリターン路１５に循環して構成さ
れている。また，軌道レール１には，ベース等に固定するための取付け用孔１７が形成さ
れ，ケーシング３には他部材を固定するための取付け用ねじ孔１８が形成され，スライダ
２の下面には下面シール１４が取り付けられている。また，エンドキャップ４は，本体部
４１と袖部４２とから構成されたエンドキャップ本体５とエンドキャップ本体５のケーシ
ング３側に嵌入されてエンドキャップ本体５と共働して方向転換路３０を構成するスペー
サ６とから構成されている。ケーシング３に設けられたリターン路１５は，ケーシング３
に形成された嵌挿孔１６に遊嵌状態に嵌挿されたスリーブ１３に形成されており，一方の
エンドキャップ本体５に嵌合された長手状でなるスリーブ１３の通し孔で形成されている
。スリーブ１３は，スペーサ６と同一の材料である合成樹脂製であって，一端部がスペー
サ６と一体構造に構成され，他端部が嵌合段部６４に形成され，その嵌合段部６４が他方
のエンドキャップ本体５に形成された嵌入凹部６９に嵌合されている。ケーシング３の両
端面６７に配置されたエンドキャップ４の案内部４７によってケーシング３に固定状態に
取り付けられることにより，スリーブ１３の自由端である端部の嵌合段部６４は，ケーシ
ング３を介して対向するエンドキャップ本体５に形成された嵌入凹部６９に嵌合されて，
スライダ２に組み込まれる状態になる。
【００２１】
　この直動案内ユニットにおいて，方向転換路３０は，エンドキャップ４の袖部４２に形
成されており，エンドキャップ４の両袖部において，内側方向転換路５１と外側方向転換
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路５２とがたすき掛けに交差状態にそれぞれ形成されている。エンドキャップ４は，スリ
ーブ１３と一体構造に構成された方向転換路３０の周面を形成するスペーサ６と方向転換
路３０の外周面を形成するエンドキャップ本体５とから構成されている。スリーブ１３と
一体構造に構成されたスペーサ６は，エンドキャップ４の嵌合凹部７１で形成された外側
方向転換路５２の内周面と，内側方向転換路５１の外周面の一部と，内側方向転換路５１
の内周面とを形成している。スリーブ１３と一体構造に構成されたスペーサ６は，外側と
内側の方向転換路５２，５１とが互いに交差状態に組み合わされるように配設されている
。また，循環路４５は，負荷路である軌道路４０，リターン路１５，エンドキャップ本体
５とスペーサ６で形成された長円状の外側方向転換路５２，短円状の内側方向転換路５１
によってそれぞれ形成される。また，エンドキャップ４の左右側即ち摺動方向に直交する
方向では，内側方向転換路５１と外側方向転換路５２との交差状態が互い違いの構造に構
成されている。従って，方向転換路３０では，ケーシング３の右側の袖部において，外側
方向転換路５２が下側の軌道路４０と上側のリターン路１５とを連通するように形成され
，また，内側方向転換路５１が上側の軌道路４０と下側のリターン路１５とを連通するよ
うに形成されている。また，ケーシング３の左側の袖部において，外側方向転換路５２が
上側の軌道路４０と下側のリターン路１５とを連通するように形成され，また，内側方向
転換路５１が下側の軌道路４０と上側のリターン路１５とを連通するように形成されてい
る。
【００２２】
　この直動案内ユニットにおいて，エンドキャップ本体５には，保持板２６に接続する案
内部４７が形成されている。軌道路４０を転走するローラ７を保持する保持板２６の端面
と，案内部４７の端面は，摺動方向に斜面に形成されている。保持板２６と案内部４７が
互いに当接する端面の境界部は，段差の発生を防止でき，ローラ７が循環路４５を安定し
てスムーズに転走することができる（図示せず）。案内部４７は，方向転換路３０の入口
部に形成され，スペーサ６と共働してリターン路１５へと連通し，エンドキャップ４の方
向転換路３０とケーシング３のリターン路１５とが滑らかに連通している。また，エンド
キャップ４は，一対の案内部４７がケーシング３に対して位置決めされて固定されるので
，スリーブ１３と一体構造に構成されているスペーサ６がエンドキャップ４の案内部４７
に当接することによってスペーサ６とエンドキャップ４とが位置決めされ，ケーシング３
のリターン路１５とエンドキャップ４の案内部４７とは合致するようになる。従って，リ
ターン路１５と方向転換路３０との断面矩形状の循環路４５が段差無く接続されている。
エンドキャップ４に形成された方向転換路３０とケーシング３の嵌挿孔１６に嵌合したス
リーブ１３に形成されたリターン路１５とが段差無く連通することにより，ローラ７は，
方向転換路３０からリターン路１５へ，及びリターン路１５から方向転換路３０へとスム
ーズに転動循環することができる。また，この直動案内ユニットは，転動体がローラ７で
なる小形の直動案内ユニットであり，軌道路４０を転走するローラ７は，保持板２６によ
って保持され，スライダ２を軌道レール１から外した場合に，スライダ２からローラ７が
脱落しないように構成されており，保持板２６は，その係合凸部２９がケーシング３の軌
道面１２間に形成された係合凹溝２８の配設され，保持バンド２７によってケーシング３
に固定され，保持バンド２７の両端がエンドキャップ４の保持バンド溝３９に嵌入して係
止することによって，スライダ２に固着されている。
【００２３】
　この直動案内ユニットは，エンドキャップ４を構成するエンドキャップ本体５には，多
孔質成形体１０を嵌合する凹部３１が形成され，凹部３１に嵌合された多孔質成形体１０
のエンドシール８側の端面７０は，エンドシール８の端面６３と面一に形成され，互いに
密接している。この直動案内ユニットは，特に，エンドキャップ４には，ケーシング３側
の端面５４に方向転換路３０に通じる給油溝４９と，給油溝４９にエンドシール８側の端
面５３から延びてスライダ２の摺動方向に貫通する給油孔３５（第１給油孔）が形成され
ており，エンドシール８には，給油孔３５より小径で注油針（図示せず）が嵌入するサイ
ズの摺動方向に貫通する給油孔９（第２給油孔）が形成されている。エンドキャップ４の
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少なくとも給油孔３５を通じて前記注油針から供給された潤滑剤は，多孔質成形体１０及
び方向転換路３０へと供給されるように構成されている。図８の矢印は，給油孔３５から
多孔質成形体１０に潤滑剤が供給されるイメージを示す。また，エンドキャップ４に形成
された給油孔３５は，エンドキャップ４の中央に設けられたボス部３８に形成され，予め
決められた長さに摺動方向に延びるスリット３６を通じて多孔質成形体１０に開口してお
り，潤滑剤がスリット３６を通じて多孔質成形体１０の露出面４６に給油される。ここで
は，スリット３６に面する露出面４６は，多孔質成形体１０の第２貯留部２２に位置して
いる。即ち，図８及び図１４に示すように，エンドキャップ４のエンドキャップ本体５の
凹部３１には，従来のグリースニップルの代わりに，中央に形成された給油孔３５，及び
給油孔３５から連通して左右の袖部４２へと延びる円弧状の給油溝４９が形成されており
，円弧状の給油溝４９は，方向転換路３０へ延びる幅の狭い給油溝４９が形成されている
。給油溝４９は，方向転換路３０に潤滑剤が給油できるものになっている。一方，多孔質
成形体１０は，給油孔３５を通る潤滑剤にスリット３６を通じて接するため，多孔質成形
体１０には給油孔３５内の潤滑剤からの油分が補給され，潤滑のメンテナンスフリーの期
間を更に延長することが可能に成る。
【００２４】
　また，この直動案内ユニットにおいて，エンドキャップ４に形成されたエンドシール８
側に開口する凹部３１は，エンドキャップ本体５の本体部４１と該本体部４１の両側から
それぞれ延びる袖部４２に形成されており，多孔質成形体１０の貯留部２０が凹部３１に
フィットして嵌入されている。多孔質成形体１０は，エンドキャップ本体５に形成された
凹部３１内に嵌合する形状に形成されており，図９～図１２に示すように，本体部４１の
両側の凹部３１の深部４８に位置する第１貯留部２１，両第１貯留部２１に接続して本体
部４１の中央の凹部３１の深部４８に位置する第２貯留部２２，両第１貯留部２１に接続
して両側の袖部４２の凹部３１に位置する第３貯留部２３，方向転換路３０の開口部５０
へと突出して先端面が開口部５０に露出する突出部２４，及び第３貯留部２３と突出部２
４とを接続する連係供給部１９から形成されている。潤滑剤を多量に含浸する貯留部２０
は，主として，ブロック状の形状で上部左右に形成された一対の第１貯留部２１と，一対
の第１貯留部２１間に位置する平板状の第２貯留部２２，及び第１貯留部２１からそれぞ
れ垂下する第３貯留部２３から構成されている。連係供給部１９は，第３貯留部２３から
それぞれ垂下してエンドキャップ本体５の一対の袖部４２の凹部３１にそれぞれ嵌合され
ている。一対の連係供給部１９には，エンドキャップ４の方向転換路３０内を転走する転
動体のローラ７に接触して潤滑剤を供給する突出部２４がそれぞれ形成されている。突出
部２４は，その先端面に傾斜した接触面２５が形成されており，接触面２５は，エンドキ
ャップ４の方向転換路３０の曲線部分に形成された開口部５０に露出するように配設され
ている。多孔質成形体１０は，潤滑剤の保持量を増やすために，第２貯留部２２の厚さ（
即ち，容積）を大きくして，エンドキャップ４のボス部３８が切り欠かれてスリット３６
が形成されるまで，ボス部３８が薄くなるように構成されている。その結果，多孔質成形
体１０の第２貯留部２２の部分の容積（体積）が増加して，保持できる潤滑剤の量が増加
することになる。同時に，ボス部３８での給油孔３５が切り欠かれた状態になってスリッ
ト３６が形成されることによって，潤滑剤は，給油孔３５からスリット３６を通じてスリ
ット３６に露出している多孔質成形体１０の露出面４６に給油される。
【００２５】
　多孔質成形体１０は，超高分子量の合成樹脂微粒子を加熱成形された焼結樹脂で形成さ
れ，焼結樹脂の合成樹脂微粒子間が連通状態に保形された多孔部に形成され，それらの多
孔部に潤滑剤が含浸されている。多孔質成形体１０の潤滑剤の保持性が良好になっている
ので，凹部３１に多孔質成形体１０を嵌合するだけで，澗滑剤が自然に漏れ出てしまう現
象が無いものになっている。また，合成樹脂微粒子が，ポリエチレン又はポリプロピレン
からなる場合には，多孔質成形体１０は，成形体として寸法精度も高精度に形成でき，複
雑な形状でなる凹部３１への嵌合が適合可能になり，ローラ７と接触する部分での多孔即
ちポアへの目詰まりが無く，接触するローラ７へ潤滑剤を限りなく安定して給油できるも
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のになっている。また，多孔質成形体１０の突出部２４に形成された露出面である接触面
２５は，ローラ７の方向転換路３０を転走する方向に沿って細長形状に形成されている。
例えば，多孔質成形体１０の突出部２４の露出面即ち接触面２５の長さは，ローラ７の直
径の１．０倍～１．５倍の範囲のサイズを有し，多孔質成形体１０の突出部２４の接触面
２５の幅は，ローラ７の長さの３０～５０％の範囲のサイズを有している。それによって
，転走するローラ７が接触面２５に接触している時間を長くすることができ，ローラ７へ
潤滑剤を限りなく安定して給油できるものになっている。また，多孔質成形体１０は，潤
滑剤を最大限に含浸できるように，可及的に体積を大きくするために，凹部３１の深部４
８を最大限に利用する形状に対応して嵌合する貯留部２０が設けられている。従って，こ
の直動案内ユニットが小形に構成されたとしても，多孔質成形体１０には多量の潤滑剤が
貯留部２０に保留できるものになっており，凹部３１に多孔質成形体１０を嵌合するだけ
で，長期にわたる潤滑のメンテナンスフリーが実現できると共に，更に，潤滑剤がエンド
キャップ本体５のボス部３８に形成された給油孔３５のスリット３６を通じて第２貯留部
２２へ給油できるように構成されている。
【００２６】
　また，この直動案内ユニットは，転動体のローラ７を保持するため摺動方向に延びる保
持板２６を固定する保持バンド２７を係止するため，エンドキャップ４の端面５３（６８
）には保持バンド溝３９が形成されており，エンドキャップ４に形成された凹部３１は保
持バンド溝３９で開口している。また，スライダ２を構成するエンドキャップ４のエンド
シール８側の端面５３に形成された凹部３１に潤滑剤を含浸した多孔質成形体１０を配設
し，多孔質成形体１０から方向転換路３０に形成された開口部５０を通じて方向転換路３
０を転走するローラ７に潤滑剤を給油するものである。エンドキャップ本体５の凹部３１
は，エンドキャップ本体５の端面５３（６８）から形成された外側枠部４３と内側枠部４
４に囲まれて形成された領域に位置しており，エンドキャップ４の左右両側に形成されて
いるので，多孔質成形体１０は，左右両側の凹部３１に跨がって延びて嵌合されてる。こ
の実施例では，エンドキャップ４自体が小形に形成されているので，凹部３１は，エンド
キャップ本体５の本体部４１及び本体部４１の幅方向即ち摺動方向に直交する方向の左右
両側の袖部４２に延びて形成されている。
【００２７】
　この直動案内ユニットにおける再給油構造の一実施例について説明する。特に，図５及
び図６に示すように，エンドキャップ４のエンドキャップ本体５に形成された給油孔３５
は，断面が円形で下側が摺動方向に延びて切り欠かれたスリット３６に形成されている。
給油孔３５は，円形以外の四角形等の多角形状でも良い（図示せず）。エンドキャップ本
体５のボス部３８に形成された給油孔３５の下側が切り欠かれたスリット３６は，多孔質
成形体１０の第２貯留部２２の表面に露出している。エンドシール８は，図１７～図１９
に示すように，リップ部６０を備えた先端側に位置するゴム部材５５，及びゴム部材５５
のエンドキャップ４側の端面６３に形成された凹部３４に嵌入固着された芯金部材５６か
ら構成されている。ゴム部材５５には，給油孔９が形成され，また，芯金部材５６には，
給油孔９より大径の給油孔９Ｃが形成されている。エンドシール８を構成するゴム部材５
５には，上部の本体部５８と，本体部５８の両側部から延びる袖部５９から構成され，軌
道レール１に対向する側にはリップ部６０が形成され，リップ部６０に沿って凹部６１が
形成されている。エンドシール８の給油孔９，９Ｃには，潤滑剤を給油する注射器の注油
針を挿入し，エンドキャップ４の給油孔３５へと潤滑剤が供給される。給油孔３５へ供給
された潤滑剤は，エンドキャップ４に形成された給油溝４９を通じて方向転換路３０へ供
給されると共に，潤滑剤が給油孔３５の内部に溜まり，スリット３６に露出している多孔
質成形体１０の第２貯留部２２の露出面４６から吸収される。エンドキャップ４の給油孔
３５において，多孔質成形体１０の露出する部分とケーシング３の端面６７との間は油溜
まりのスペースとなっている。
【００２８】
　次に，この直動案内ユニットにおける再給油構造の別の実施例について説明する。
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図２２に示す別の実施形態は，エンドキャップ４を構成するエンドキャップ本体５には，
幅方向中央部に小さなボス部を備えているタイプである。従って，エンドキャップ本体５
に形成された凹部３１に嵌合された多孔質成形体１０における第２貯留部２２に，給油孔
６５（第３給油孔）がダイレクトに形成されており，エンドキャップ本体５にはケーシン
グ３側の壁面に給油孔３５が形成されている。多孔質成形体１０に形成された給油孔６５
は，形状は種々に形成できるが，図２２では断面円形形状に貫通して形成されている。言
い換えれば，給油孔６５は，多孔質成形体１０の第２貯留部２２にダイレクトに形成され
ている。また，図２２では，給油孔６５は，給油孔９から供給された潤滑剤の油溜まり部
を形成することになる。
【００２９】
　図２３には，更に別の実施形態が示されている。エンドキャップ４を構成するエンドキ
ャップ本体５には，幅方向中央部にボス部３８を備えており，ボス部３８に形成された給
油孔３５はエンドシール８側は多角形状にケーシング３側は丸形に形成され，図２３では
略四角形と丸形に形成されている。給油孔３５の下面側が厚さ方向に延びて開口するスリ
ット３６に形成されており，スリット３６は多孔質成形体１０の第２貯留部２２に開口し
ている。従って，給油孔３５に給油された潤滑剤はスリット３６を通して多孔質成形体１
０の第２貯留部２２に供給されて吸収されることになる。
【００３０】
　図２４には，他の実施形態が示されている。図２４に示すように，エンドキャップ４を
構成するエンドキャップ本体５には，幅方向中央部に小さなボス部を備えているタイプで
ある。従って，エンドキャップ本体５に形成された凹部３１に嵌合された多孔質成形体１
０の第２貯留部２２に，略四角形の多角形状の給油孔６５がダイレクトに形成されており
，エンドキャップ本体５にはケーシング３側の壁面に給油孔３５が形成されている。図２
４では，給油孔６５は，給油孔９から供給された潤滑剤の油溜まり部を形成することにな
る。
【００３１】
　図２５に示す別の実施形態は，エンドキャップ本体５に形成された給油孔３５は，その
断面形状がエンドシール８側からケーシング３側に向かう途中で変化する形状に形成され
ている。また，給油孔３５は，エンドキャップ本体５のケーシング端面６７側の断面形状
を大きく形成して，油溜まり部を形成している。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　この発明による直動案内ユニットは，各種ロボット，半導体製造装置，精密機械，測定
・検査装置，医療機器，マイクロマシーン等の各種装置における摺動部に組み込んで利用
され，転動体への良好な潤滑を達成し，循環路での転動体のスムーズな転走を発揮させる
ことができる。
【符号の説明】
【００３３】
　１　　　軌道レール
　２　　　スライダ
  ３　　　ケーシング
　４　　　エンドキャップ
　５　　　エンドキャップ本体
　６　　　スペーサ
　７　　　ローラ（転動体）
　８　　　エンドシール
　９，９Ｃ　　給油孔（第２給油孔）
　１０　　多孔質成形体
　１１，　軌道面（第１軌道面）
　１２　　軌道面（第２軌道面）
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　１３　　スリーブ
　１５　　リターン路
　１６　　嵌挿孔
　１９　　連係供給部
　２０　　貯留部
　２１　　第１貯留部
　２２　　第２貯留部
　２３　　第３貯留部
　２４　　突出部
　２５　　接触面
　２６　　保持板
　２７　　保持バンド
　３０　　方向転換路
　３１　　凹部
　３５　　給油孔（第１給油孔）
　３６　　スリット
　３８　　ボス部
　３９　　保持バンド溝
　４０　　軌道路
　４１　　本体部
　４２　　袖部
　４５　　循環路
　４９　　給油溝
　５０　　開口部
　６３，６７　端面
　６４　　嵌合段部
　６５　　給油孔（第３給油孔）
　６６　　側面
　６９　　嵌入凹部
　７１　　嵌合凹部
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